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東京都世田谷区在住夫妻の生活時限卜1995年調査
第４報家事労働への夫妻の関与実態と意識
○堀内かおる゛天野寛子”伊藤純”（゛鳥取大、”昭和女大）

目的：家事労働時間は、他の生活時間との関連において規定されるものであるとともに、

現代社会における夫と妻の役割をめぐるジェンダー規範にも影響され、夫妻の男女平等観

を反映するものである。本報告では、家事労働に関する夫妻の関与の現状について生活時

間と意識の両面から明らかにすることを目的とする。

方法：調査方法･調査協力者の特徴は第１報と同様である。妻の就業形態別に家事労働時間

量と夫妻の分担状況の比較を行う。さらにアンケート調査結果から、家事労働をする理由

・しない理由と配偶者への期待等の分析を行い、夫妻の意識の相違を解明する。

結果：①平日の妻の家事労働時間は、常勤・ﾊ'-ﾄ・無職の順に３時間30分、４時間35分、

７時間38分であり、夫の場合には、妻が常勤・ﾊ'-ﾄ・無職の順に50分､5分.19分であった。

②常勤とl＼'-ﾄの妻にお､いて休日の家事労働時間は平日よりも増加する傾向にあり、無職の

妻の休日の家事労働時間は平日よりも減少した。休日における夫の家事労働時間は平日よ

りも著しく増加した。③夫妻の家事労働分担率を生活時間量をもとに算出した結果、常勤

妻の夫は、平日に19. 2%、休日に32. I%の家事労働を分担していた。特に、｢育児・教育｣へ

の関与が比噌り高かった。④｢自分がやるべき仕皐｣と考えている家事労働として、夫は｢育

児・教育｣に関するものを上位にあげ、妻はこれらに加えて食事の準備や洗濯などの家事労

働をあげていた。食事の準備に関しては、夫妻が調理に当てる時間と献立の内容・数から

もそのことが裏付けられた。⑤夫が｢配偶者にしてもらいたい｣と思っている家事労働は、

妻の就業形態に関わらず｢日常的な食事の準備｣や｢ボタン付けや簡単な繕い｣であった。
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目的：余暇社会の到来というキーワードのもとに、余暇が単独で成立するかのように論じ
られることが少なくないが、実際には他の生活時間や金銭的な側面も大きく関与している。
本報では世田谷区での調査結果を用いて、夫妻の社会的・文化的生活時間に関する現状を、
時間と金銭を媒介に考察する。
方法：調査方法・調査協力者の特徴は第一報に同じ。妻の就業形態別に社会的・文化的生
活時間を検討すると共に、アンケートから他の生活時間の余暇への影響、収入と時間に対
する考え方、余暇費用等についてジェンダー分析した。
結果：社会的・文化的生活時間は平日では妻の方が長く、休日では夫が妻を上回るが、妻
の就業形態によって実態は異なる傾向を示し、妻常勤の夫妻では平日・休日とも妻の方が
短い。アンケートによれば、いずれの夫も社会的・文化的生活時間に対して睡眠、仕事、
接待、育児時間から受ける影響をあげた者が多く、妻常勤の夫では、これらに加え調理、
掃除、洗濯など家事時間からの影響がみられた。常勤妻の場合は夫の指摘した項目のほと
んどで夫より影響を強く感じており、特に睡眠や家事、育児などからの影響が大きかった。
収入を選ぶか時間を選ぶかの選択については、。「労拗時間を減らすことで収入が減っても。
自由時間を確保したい」への共感度の高さをはじめ、いくつかの特徴が示された。費用面
では「個人で楽しんだり学んだりするもの」への支出に夫と妻の差が顕著にみられ、夫は
妻の倍以上を支出していた。定年後に過ごす余暇については、具体的にしたいことがある
者が、夫、妻とも半数を占めており、その費用も示された。
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